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児童生徒のための晴眼盲弱を区別しない
プログラミング教育
児童生徒のための晴眼盲弱を区別しない
プログラミング教育

■ 情報工学部 情報システム工学科 教授　木室　義彦　■ 情報工学部 情報工学科  准教授　家永　貴史

○ 研究分野：教育工学、福祉
○ キーワード：視覚障害、計算機動作原理、ロボットプログラミング、10キープログラミング

研究概要

　情報化社会の基盤であるコンピュータを過信することなく使いこなすためには、プログラミング体験が有用である。し
かし、多くのプログラミング環境は視覚情報を多用しており、視覚障害のある児童生徒は、利用できなかった。また、
2020年から小学校でもプログラミングが必修化されたが、初心者向けと喧伝されているブロックプログラミング言語
も、実は使うのは簡単ではない。

　本研究では、micro:bitやArduinoといったマイコンボードを搭載する市販玩具のロボットやドローンを改造し、触覚
と聴覚を利用するロボットプログラミング環境を構築する。被験者による使用結果を収集・解析し、視覚障害とプログラ
ミング習得との関係を明らかにする。これにより、視覚障害児支援を実現するとともに、生活支援ロボットへも応用する。

研究背景１．

研究内容2．

ロボットプログラミング教材の開発を通して、プログラミング教材のユ
ニバーサルデザインを実現し、プログラミング初学者に貢献することが
できる。開発した教材を用いると、小学１年生でも5分でプログラミング
が習得可能である。

・技術教育分野
・プログラミング教育分野

利点特徴 応用分野
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プロジェクト実績3．

図1：キーボードを搭載したロボット教材
　   （地場企業のイーケイジャパンの協力を得て、開発）

図2：キーボードを搭載した、PCや
　　 スマホを使わないドローン教材

図3：開発したロボット教材のシステム構成


